











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第２は，自動車産業の労働組合UAW（United Auto Workers Union）が，
伝統的な運動理念である職務規制組合主義（Job Control Unionism）を維持
し続けたからである。
自動車産業で働く労働者の中心は，熟練度の低い半熟練労働者である。
しかし半熟練工といっても，熟練度はピンからキリまであって，労働力の
質に大きなバラツキがある。小池和男は，トヨタの組立工の調査にもとづ
いて，半熟練工には４つのレベルがあることを発見した。低い順にレベル
Ⅰ，レベルⅡ，レベルⅢ，レベルⅣとなる。アメリカの自動車組立工の中
177
心はレベルⅠであるのに対して，トヨタの組立工の中心はレベルⅢである。
GMとトヨタの組立工の熟練度には，かなりの格差が存在するのである。
　
労使関係論にとって，労働者の熟練がもつ意味ははなはだ大きい。なぜ
かというと，職場における労働者の発言力は，熟練度によって決まるから
である。熟練度の高い労働者，ベテランの労働者の発言には，監督者も耳
を傾けざるをえないし，ベテランの発言を封じることは生産管理上も好ま
しいこととはいえないのである。このような熟練度の高い労働者を中核に
して形成されている労働組合は，企業に対して強い発言力をもつようにな
るのが普通であり，このような組合はストライキをしなくても要求を実現
できる力を保持している。熟練労働者を中核にした労働組合だからこそ，
企業への協力を通じて雇用の安定を図り，高い賃金水準を獲得することが
できるのである。
熟練度の高い労働者を中核にして組織されている労働組合を担い手にし
た協力的労使関係こそが，高品質国を生み出す条件なのである。
競争力の鍵は職場からの発言にあり
